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上
の
宮

　

天
太
玉
命「
あ
め
の
ふ
と
だ
ま
の
み
こ
と
」

　

天
比
理
刀
咩
命「
あ
め
の
ひ
り
と
め
の
み
こ
と
」

下
の
宮

　

天
富
命「
あ
め
の
と
み
の
み
こ
と
」

　

天
忍
日
命「
あ
め
の
お
し
ひ
の
み
こ
と
」

上：例祭での神輿渡御　下：境内にある御旅所

厳格に執り行われる神事

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、地
域
の
方
々
か
ら
の
聞
き
取
り
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
文
献
・
史
料

か
ら
の
情
報
を
加
え
て
編
集
し
て
い
ま
す
。内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
ご
指
摘
や
ご
意
見
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
連
絡
い
た
だ
き
、ご
教
示
賜
り
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

安
房
神
社
は
安
房
国

一
之
宮
で
、天
太
玉
命
を

由
緒

祭
神

祭
神
と
し
て
い
ま
す
。古
語
拾
遺
な
ど
に

よ
れ
ば
、安
房
神
社
の
始
ま
り
は
二
千
六

百
年
あ
ま
り
前
に
遡
り
、忌
部
一
族
に
よ

る
安
房
開
拓
神
話
に
登
場
す
る
安
房
忌
部

氏
の
祖
・
天
富
命
が
、そ
の
祖
神
を
祀
っ
た

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

境
内
地
か
ら
は
古
墳
時
代
の
祭
祀
用
土

器
が
出
土
し
て
お
り
、古
代
祭
祀
の
地
に

神
社
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、境
内
に
あ
る
海
食
洞
窟
遺
跡
か
ら

は
人
骨
や
土
器
が
発
掘
さ
れ
、県
指
定
史

跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

文
武
天
皇
時
代（
六
九
七
〜
七
〇
〇
年

頃
）、朝
廷
の
崇
敬
の
篤
い
神
社
か
ら
特
に

名
高
い
由
緒
あ
る
神
社
の
あ
る
郡
だ
け
を

「
神
郡
」と
し
て
全
国
で
わ
ず
か
七
郡
だ
け

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
一
つ
が「
安
房

神
社
」が
鎮
座
す
る
安
房
国
安
房
郡
で
す
。

　

平
安
時
代
の
大
同
元
年（
八
〇
六
年
）に

は
す
で
に
百
戸
の
封
戸
を
有
し
て
お
り
、

延
長
五
年（
九
二
七
年
）の「
延
喜
式
神
名

帳
」に
は
式
内
大
社「
安
房
坐（
ア
ワ
ニ
マ

ス
）神
社
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
国
時
代
に
は
里
見
氏
の
崇
敬
を
う

け
、社
殿
の
復
興
や
社
領
の
寄
進
も
行
な

わ
れ
、こ
の
社
領
は
江
戸
時
代
に
も
引
き

続
き
幕
府
か
ら
寄
進
を
う
け
ま
し
た
。

　

明
治
四
年
の
社
格
制
度
に
よ
り
官
幣
大

社
に
列
せ
ら
れ
、燦
々
と
輝
く
十
六
葉
菊

花
紋
を
社
紋
と
さ
れ
ま
し
た
。神
社
が
所

蔵
し
て
い
る
、日
蓮
上
人
本
人
が
四
十
二

才
の
厄
除
に
彫
っ
た
と
い
わ
れ
る
木
造
狛

犬
や
木
椀
・
燧
箱
・
高
坏
・
古
鏡
な
ど
は
市

の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
房
神
社
上
の
宮
祭
神
・
天
太
玉
命
は

日
本
産
業
の
総
祖
神
と
し
て
大
変
広
く
崇

め
ら
れ
、安
房
国
一
之
宮
と
し
て
安
房
全

域
は
も
と
よ
り
、上
総
・
下
総
・
関
東
地
方

の
信
仰
を
広
く
深
く
集
め
て
い
ま
す
。

　

安
房
神
社
で
は
一
月
一
日
の
歳
旦
祭
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
の
除
夜
祭
ま
で
年
間
で
二
十
七
も
の
神
事
が
挙

祭
事

行
さ
れ
ま
す
。主
な
も
の
は
、一
月
の「
神
田
祭
」、「
置
炭
神
事
」、「
粥
占
神

事
」、五
月
に
行
わ
れ
る「
御
田
植
祭
」、六
月
と
十
二
月
の「
大
祓
祭
」、八

月
十
日
の
例
祭（
浜
降
祭
、磯
出
の
神
事
と
も
呼
ば
れ
る
）、九
月
の「
安
房

国
司
祭
」、十
一
月
に
は「
新
穀
感
謝
祭
」、そ
し
て
十
二
月
の「
神
狩
祭
」な

ど
で
す
。ま
た
、神
社
庁
か
ら
の「
幣
帛
供
進
使
」な
ど
官
幣
大
社
な
ら
で

は
の
神
事
も
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

例 

祭

　

毎
年
八
月
十
日
の
例
祭
は
、古

く
は「
浜
降
祭
」と
も「
磯
出
の
神

事
」と
も
呼
ば
れ
、天
富
命
の
房
総

開
拓
が
な
る
と
各
地
の
忌
部
族
が

毎
年
相
浜
に
会
し
て
当
社
に
参
拝

し
た
故
事
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
例
祭
に
は
、か
つ
て
は
洲

宮
、布
良
崎
、相
浜
、熊
野（
佐
野
）、

犬
石
、八
坂（
中
里
）、日
吉（
神
余
）、

下
立
松
原
、浅
間
、三
島
、神
明（
白

浜
）の
各
神
社
が
入
祭
し
ま
し
た
。

　

御
旅
所
へ
の
遷
幸
の
行
列
は
薙

刀
、鉄
砲
、台
笠
、立
笠
、草
履
取
、挟

箱
、大
鳥
毛
、鞨
鼓
、大
榊
、猿
田
彦
、

宮
司
、氏
子
総
代
、神
輿
と
い
う
、氏

子
と
十
万
石
の
大
名
の
格
式
を

も
っ
た
壮
大
な
も
の
で
、「
夕
日
の

祭
典
」と
も
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

安
房
神
社

旧
官
幣
大
社
・
安
房
國
一
之
宮

︵
通
称
・
大
神
宮
様
︶

上
の
宮

下
の
宮

　

例
年
九
月
十
四
・
十
五
日（
近
年
は
敬
老
の
日
の
前
の
土
日
）に
鶴
谷
八

幡
宮
で
の
安
房
国
司
祭
は
、安
房
神
社
に
と
っ
て
も
大
き
な
神
事
で
す
。

こ
の
神
事
は
、古
史
料
に
よ
る
と
お
よ
そ
千
年
前
の
延
久
年
間
に
始
ま
っ

た
と
さ
れ
、そ
の
名
前
を
変
え
な
が
ら
も
連
綿
と
現
代
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

安
房
国
司
祭
出
祭
に
は
近
隣
の
佐
野
、犬
石
、中
里
、竜
岡
、松
岡
か
ら

担
ぎ
手
が
参
加
し
ま
す
。出
発
日
の
早
朝「
し
ゅ
く
」と
呼
ば
れ
る
足
馴
し

を
二
の
鳥
居
か
ら
一
の
鳥
居
ま
で
佐
野
、犬
石
、中
里
の
順
に
３
往
復
行

う
慣
わ
し
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
鶴
谷
八
幡
宮
へ
向
け
出
発
。途
中
の
新
宿
神
明
神
社
に
立
ち
寄

り
奉
幣
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、こ
の
辺
が
ま
だ
入
江
だ
っ
た

昔
、南
三
社（
安
房
神
社
、洲
宮
神
社
、下
立
松
原
神
社
）の
神
輿
が
、新
宿

の
御
船
に
乗
っ
て
渡
御
し
た
と
い
う
故
事
に
な
ら
っ
た
神
事
で
す
。

　

鶴
谷
八
幡
宮
入
祭
時
に
は
、夫
婦
神
を
祀
っ
て
い
る
洲
宮
神
社
と
一
緒

安
房
国
司
祭
出
祭

﹇
日
本
産
業
総
祖
神
﹈

﹇
相
殿
、后
神
﹈

﹇
房
総
開
拓
神
﹈

﹇
日
本
武
道
祖
神
﹈

●
例
祭
日
：
八
月
十
日
　
●
鳥
居
：
神
明
鳥
居
　
●
本
殿
：
神
明
造
　

●
社
紋
：
十
六
葉
菊
花
紋
　
●
宮
司
：
岡
嶋
千
暁
　
●
氏
子
数
：
百
七

十
戸
　
●
境
内
坪
数
：
一
万
六
千
四
百
十
四
坪
　
●
社
号
碑
：
元
帥
東

郷
平
八
郎
書
な
る
石
碑「
昭
和
八
年
建
立
」

鎮
座
地
：
館
山
市
大
神
宮
字
宮
ノ
谷
五
八
九

に
入
祭
し
、そ
の
喜
び
を
共
に
し

ま
す
。鶴
谷
八
幡
宮
に
は「
安
房
神

社
遥
拝
殿
」と
い
う
特
別
な「
御
旅

所
」が
設
け
ら
れ
て
お
り
、安
房
国

一
之
宮
な
ら
で
は
の
格
式
が
保
た

れ
て
い
ま
す
。

　

安
房
神
社
神
輿
の
担
ぎ
手
の
衣

装
は
、白
以
外
の
色
物
は
使
用
し

ま
せ
ん
。ま
た
、神
輿
を
担
ぐ
時
の

掛
け
声
は「
お
と
ー
い
、お
と
ー
い
」

で
す
が
、こ
れ
は「
お
ー
、尊
い
」が

語
源
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
掛

け
声
に
併
せ
て「
き
れ
い
に
揉
む
」

こ
と
が
伝
統
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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